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ボリューム効率化処理を手動で管理します。

手動によるボリューム効率化処理の管理の概要

効率化処理を手動で実行することで、ボリュームに対する効率化処理の実行方法を管理
できます。

また、次の条件に基づいて効率化処理の実行方法を制御することもできます。

• チェックポイントを使用するかどうか

• 既存データまたは新規データのみに対して効率化処理を実行

• 必要に応じて効率化処理を停止する

コマンドでオプションの値をに -fields`指定する `schedule`と、ボリュームに割り当てられているスケ

ジュールを表示できます `volume efficiency show。

効率化処理を手動で実行する

ボリュームに対して効率化処理を手動で実行できます。この処理は、効率化処理のスケ
ジュールが適切でない場合に実行できます。

開始する前に

手動で実行する効率化処理に応じて、重複排除またはデータ圧縮と重複排除の両方をボリュームで有効にして
おく必要があります。

タスクの内容

この処理は、 `volume efficiency start`コマンドを使用して実行します。温度に基づくStorage Efficiencyをボリ
ュームで有効にすると、最初に重複排除が実行され、続けてデータ圧縮が実行されます。

重複排除は、実行中にシステムリソースを消費するバックグラウンドプロセスです。ボリューム内のデータの
変更頻度が高くない場合は、重複排除の実行頻度を低くすることを推奨します。ストレージシステムで同時に
複数の重複排除処理が実行されると、システムリソースの消費量が増加します。

ノードあたり、最大8つの重複排除またはデータ圧縮処理を同時に実行できます。これより多くの効率化処理
がスケジュール設定されている場合、処理はキューに登録されます。

ONTAP 9 .13.1以降では、温度に基づくストレージ効率化がボリュームで有効になっている場合、既存データ
に対してvolume efficiencyを実行することで、シーケンシャルパッキングを利用してストレージ効率をさらに
向上させることができます。

効率化を手動で実行

手順

1. ボリュームで効率化処理を開始します。 volume efficiency start

例

+次のコマンドを使用すると、重複排除のみを手動で開始し、続けて論理圧縮とコンテナ圧縮をボリュー

1



ムVolAに対して実行できます。

+

volume efficiency start -vserver vs1 -volume VolA

既存データの再パック

温度の影響を受けやすいStorage Efficiencyが有効になっているボリュームで、ONTAP 9 .13.1で導入されたシ
ーケンシャルデータパッキングを利用するには、既存データを再パックします。このコマンドを使用するに
は、advanced権限モードにする必要があります。

手順

1. 権限レベルを設定します。 set -privilege advanced

2. 既存データの再パック： volume efficiency inactive-data-compression start -vserver

vserver_name -volume volume_name -scan-mode extended_recompression

例

volume efficiency inactive-data-compression start -vserver vs1 -volume

vol1 -scan-mode extended_recompression

関連情報

• "既存データに対して効率化処理を手動で実行"

チェックポイントと効率化処理

チェックポイントは、効率化処理の実行プロセスを記録するために内部的に使用されま
す。何らかの理由（システムの停止、システムの中断、リブート、前回の効率化処理の
失敗や停止など）で効率化処理が停止した場合にチェックポイントデータが存在する
と、最新のチェックポイントファイルから効率化処理を再開できます。

チェックポイントが作成されます。

• 処理の各段階またはサブ段階

• コマンドの実行時 sis stop

• 有効期間が終了したとき

停止した効率化処理を再開します。

システムの停止、システムの停止、リブートのために効率化処理が停止した場合は、停
止した時点から効率化処理を再開できます。これにより、最初から操作を再開する必要
がなくなるため、時間とリソースを節約できます。
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タスクの内容

ボリュームで重複排除のみを有効にした場合は、データに対して重複排除が実行されます。ボリュームで重複
排除とデータ圧縮の両方を有効にした場合は、データ圧縮が先に実行され、そのあとに重複排除が実行されま
す。

ボリュームのチェックポイントの詳細は、コマンドを使用して表示できます volume efficiency show。

デフォルトでは、効率化処理はチェックポイントから再開されます。ただし、前回の効率化処理（-scan-old

-data’コマンドが実行されるフェーズ）に対応するチェックポイントから24時間以上が経過している場合

volume efficiency start`、効率化処理は前回のチェックポイントから自動的には再開されません。こ
の場合、効率化処理は最初から開始されます。ただし、前回のスキャン以降にボリュームで重要な変更が行わ
れていないことがわかっている場合は、オプションを使用して強制的に前回のチェックポイントから続行でき

ます -use-checkpoint。

手順

1. `volume efficiency start`コマンドにオプションを指定し `-use-checkpoint`て、効率化処理を再開します。

次のコマンドは、ボリュームVolA上の新しいデータに対して効率化処理を再開します。

volume efficiency start -vserver vs1 -volume VolA -use-checkpoint true

次のコマンドは、ボリュームVolA上の既存データに対して効率化処理を再開します。

volume efficiency start -vserver vs1 -volume VolA -scan-old-data true -use

-checkpoint true

既存データに対して効率化処理を手動で実行する

重複排除、データ圧縮、またはデータコンパクションを有効にする前に、温度の影響を
受けないStorage Efficiencyボリュームにあるデータに対して効率化処理を手動で実行で
きます。これらの処理は、ONTAP 9より前のバージョンのONTAPで実行できます。8.

タスクの内容

この処理は volume efficiency start、コマンドで -scan-old-data`パラメータを指定して実行しま

す。この `-compression オプションは、温度の影響を受けやすいStorage Efficiencyボリュームでは機能し

ません -scan-old-data 。ONTAP 9.8以降では、温度の影響を受けやすいStorage Efficiencyボリュームの既
存データに対して、非アクティブデータ圧縮が自動的に実行されます。

ボリュームで重複排除のみを有効にすると、データに対して重複排除が実行されます。ボリュームで重複排
除、データ圧縮、データコンパクションを有効にすると、まずデータ圧縮が実行され、そのあとに重複排除と
データコンパクションが実行されます。

既存データに対してデータ圧縮を実行すると、デフォルトでは、重複排除によって共有されているデータブロ
ックとSnapshotコピーによってロックされているデータブロックは、データ圧縮処理によってスキップされ
ます。共有ブロックに対してデータ圧縮を実行することを選択した場合、最適化が無効になり、フィンガープ
リント情報が取得されて再度共有するために使用されます。既存データを圧縮する際には、データ圧縮のデフ
ォルトの動作を変更できます。

ノードあたり最大8つの重複排除、データ圧縮、またはデータコンパクション処理を同時に実行できます。残
りの処理はキューに登録されます。
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AFFプラットフォームでは、ポストプロセス圧縮は実行されません。この処理がスキップされ
たことを通知するEMSメッセージが生成されます。

手順

1. コマンドを使用して volume efficiency start -scan-old-data、既存データに対して重複排除、
データ圧縮、またはデータコンパクションを手動で実行します。

次のコマンドは、これらの処理をボリュームVolAの既存データに対して手動で実行します。

volume efficiency start -vserver vs1 -volume VolA -scan-old-data true [-

compression | -dedupe | -compaction ] true

関連情報

• "効率化処理を手動で実行"
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